
2023年度売上高

2兆9,609億円

セグメント別売上高 ヘルスケア

エレクトロニクス

イメージング

ビジネス
イノベーション

X線画像診断、内視鏡、超音波、体外診断などの各種診断機器や、
診断画像などを一元管理する医療ITシステムを提供

抗体医薬品や細胞治療薬・遺伝子治療などのバイオ医薬品の
プロセス開発・製造を受託

iPS細胞･培地･試薬など創薬支援材料、細胞治療薬のプロセス
開発・製造受託、次世代医薬品やmRNAワクチンなどのプロセ
ス開発・製造受託、「ASTALIFT」ブランドをはじめとする機能性
化粧品やサプリメント、CRO事業※1などを提供

半導体を製造する際に使用される各種材料（フォトレジスト、
CMPスラリーなど）を提供

液晶・OLED（有機EL）パネル向け材料やタッチパネル用セン
サーフィルム、記録メディア、高機能化成品、研究開発用試薬な
どを提供

トータルヘルスケアカンパニーとして
「予防」「診断」「治療」の領域で幅広い事業を展開

半導体材料やディスプレイ材料などの先端技術で
電子機器の高性能化を支える事業を展開

「instax“チェキ”」やカラーフィルム、写真プリント用
カラーペーパー、現像・プリント機器、写真プリント
サービスなどを提供

ミラーレスデジタルカメラのほか、TV放送・映画用
レンズ、セキュリティカメラや製造ライン検査向け
の産業用レンズ、プロジェクター、デジタルサイ
ネージなどを提供

業種・業務の特性に合わせたシステムインテグレーション、クラウ
ドサービス、複合機管理などの課題解決型ソリューションを提供

複合機・プリンターや消耗品の販売、保守サービスを通じて
ドキュメントに関わるオフィス向けソリューションを提供

オフセット印刷用機材やデジタル印刷システム、インクジェッ
ト関連製品を提供

ヘルスケア ▶P43

9,751億円

32.9％

イメージング ▶P52

4,697億円
15.9％

 ビジネス
 イノベーション 

▶P50

11,577億円

39.2％

エレクトロニクス※2 ▶P47

3,584億円

12.0％

ビジネス
ソリューション

26％

半導体材料

56％

オフィス
ソリューション

45％

コンシューマー
イメージング

63％

プロフェッショナル
イメージング

37％

AF材料

44％

メディカルシステム

68％

バイオ
CDMO

21％

LS
ソリューション

11％

グラフィック
コミュニケーション

29％

メディカルシステム P44

「撮影」から「出力」まで、
写真・映像に関わる製品・サービスを提供 

コンシューマーイメージング P53

プロフェッショナルイメージング P53

半導体材料 P48

新しい働き方への変革や生産性の向上、
創造性の発揮をもたらす、製品および
ソリューションサービスを提供 

ビジネスソリューション P51

オフィスソリューション P51

グラフィックコミュニケーション P51

AF材料 P49

バイオCDMO P45

LSソリューション P46

※2 グラフィックコミュニケーション事業を「エレクトロニクス」セグメントから「ビジネスイノベーション」セグメントに組み替えて表示しています。

事業の全体像
富士フイルムグループは、写真事業を通して培った先進・独自の高度な技術力を活用し、イノベーションを進化させ、
現在の事業ポートフォリオを構築しました。経営環境が変化してもイノベーションを創出し続けることのできる事業ポートフォリオを目指しています。

※1  Contract Research Organizationの略。薬効評価や安全性試験などの
サービスを提供し、製薬企業やバイオベンチャー、アカデミアなどが行う医
薬品の研究開発を支援
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